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【地域の基礎データ】 

人口：26,027 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：34.5％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農業（みかん）、漁業（太刀魚）、工業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：15 名（1 回生：3 名、2 回生：6 名、3 回生：6 名） 

活動期間：令和 2 年６月～ 

担当教員：藤田武弘 

 

1．活動実施の経緯 

 有田市では地域住民や一般企業などと協働して有田みかんの更なるブランド化や販路開

拓支援、ふるさと納税を活用した PR など、みかん産業支援を積極的に実施している。そこ

で、これまで実施してきた取り組みを踏まえた新たなチャレンジとして、毎年みかん収穫前

にみかんの大きさを揃えるために成りすぎた果実を減らす作業（摘果作業）によって捨てら

れている「青みかん（摘果みかん）」の価値向上に取り組むことを LIP の活動目的とした。

また、令和 2 年 3 月に有田市宮原町の旧駐在所をリノベーションして誕生した地域交流拠

点「宮原さん家(ち)」を活動拠点とし、その活用に関しても検討することとなった。 
 

2．活動の内容 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、オンラインと現地訪問を上手く活用し、以下の

活動を行った。また、地域の課題・学生のニーズを受け、商品開発班・レシピ作成班・イベ

ント企画班・広報班に分かれて積極的な活動を行った。 

 ・クラウドファンディングによる活動資金の調達を行った 

 ・地域からのアドバイスを受けて青みかんのレシピ・新規商品開発を行った 

 ・地元小学校で地域資源活用に関する食育授業を行った（地域での活動可視化に貢献） 

 ・他大学等との連携イベントに参加し、活動の普及啓発と交流ネットワーク機会を得た 
 

3．活動を通じて 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、本来予定していた活動が出来なかった中で、オ

ンラインを活用し可能な限りの活動が展開された。また、資金調達や食育を通じた活動の可

視化など、プロジェクトが「社会実装化」していく様に関わったことで、より大きな学びを

得て、メンバーの成長に繋がったと考える。更なる取り組みの展開に期待したい。 
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4．成果物（ポスター） 

 


